
小児診療科と成人診療科では

患者対応が異なる【2】

患者自身で適切な情報を知り、

対応することを知らないまま

自己管理に移る【2】

就労できない例や、就労しても

十分な収入が得られず

自立が困難となる場合がある

【2】

「薬を飲まない」

「病院に通わない」【2】

思春期・青年には不安定な時期でもあり、

医療の進歩により　　　　　　　　　　　の多くが成人期を迎えて

いるが、その多くは、原疾患や後遺症・合併症などに対する継続的

治療を必要としている。これらの患者に対し、小児期医療から成人

期医療へとシームレスに繋ぐ架け橋となる新たな医療の形が必要と

なる。それが「移行期医療」である。【1】

成人医療に移行する際、患者自身がストレス

なく体調のセルフマネジメントをできるよう

に、健康管理をサポートするアプリを作成する。

移行期においての小児期発症慢性疾患患者の

自立支援のために必要なサポートとは？
リサーチクエスチョン

本探究のメンバーの井上は、２歳のときに小児がんを経験してお

り、現在高校２年生になり、通院や健康について自分で管理するこ

とを求められるようになった。しかし、治療や自分の病気について

今まで保護者に頼っていたため、急に自分一人で管理することに難

しさを感じ、セルフケア技術の獲得を支えるサービスを提供したい

と思った。小児期発症慢性疾患患者の多くが将来的に直面する問題

として、自分の治療の理解と把握、管理がある。一口に治療と言っ

ても、薬の内服、定期的な検査など、自分の治療に対する様々な要

素を一度に一人で管理することは、患者本人の生活も大きく変化す

る移行期には容易ではない。そこで、患者本人が自分の健康を管理

することをサポートするアプリケーションが、小児期発症慢性疾患患

者がより少ない負担での成人診療科の移行に貢献できると考えた。

概要 アプリ開発(現在の状況)

研究背景・目的

先行研究

まとめ・今後の展望

ホーム画面 記録画面

お薬一覧 アラーム

→体温やお薬専用のアプリが多かったため、楽に管理できるよう、

一括にしたWebアプリを作成する。

①小児期発症慢性疾患患者を対象としたアプリ

ホーム：今日の基礎体温、お薬の記録、アラームのチェック

通院予定：カレンダー形式で予定入力、服薬完了も色付きで確認

基礎体温：体温と共に体調や気分のメモを取れる

お薬：飲むお薬を入力する。写真を入れ、毎週に設定できる

アラーム：お薬を飲むタイミングでプッシュ通知できる

① 成人期になっても良質の医療が継続されるようにすること

② 医療だけでなく、心理的・社会的な問題、教育や就労も考える多

面的な支援計画であること 

③ 保護者ではなく患者自身が管理できる様にすること     【2】

小児期発症慢性疾患患者のセルフケア技術の

獲得を支えるアプリの開発 淺原菜々子 井上美代 三村香澄 山根ゆり名前

大阪教育大学附属高等学校池田校舎学校

移行期医療において、保護者の管理から患者自身の自己管理へ移行

することは、多くの小児期発症慢性疾患患者にとって大きな壁とな

る。本研究では、日々の健康状態や服薬を一元管理できるWebアプ

リのプロトタイプを作成した。現在は自己検証の段階だが、今後は

実際の当事者の声などを反映させていく。それにより患者自身が主

体的に治療と向き合い、自立を後押しできるセルフケア支援サービ

スの実現を目指して探究を進めていく。

小児期発症慢性疾患患者

②自分たちでアプリを使い、改善案を考察する。（改善内容:「アカウ

ントごとのログイン機能」「服薬が単発か繰り返しかの設定」…等）

････････････････ここまで実行済み････････････････

③小児がんサバイバーの方にアプリへのフィードバックをいただく。

〈アンケート内容案〉

5段階評価:一括管理できることで記録や確認が楽であったか、飲

み忘れや記録忘れ等の防止効果があったか、自己管理への意欲向

上があったか、操作のわかりやすさ

記述式:追加するべき機能、5段階評価で低い項目の改善点

(④医療関係者へのインタビュー：「この患者さんは自立して管理でき

ている」と判断する基準はどこにあるのか、など)

⑤アプリの改善

・既存のアプリ

お薬ノート：誰がいつ、どの薬を飲む必要があるか、きちんと服用し

たかなどを一元管理できる。カレンダーや服用チェック機能もあり、

飲み忘れを防止。【3】
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